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み重ねて行こうというやり方をとってきました。教
育部会自身で教育事業を行うということよりは、実
証された報告書の結果を広く使ってもらい、JNSA
会員の皆さまなどに部会の成果を事業の一部として
利用してもらえれば、という趣旨が活動のモチベー
ションになっています。教育部会は仕事の延長とし
てよりは、コンペチターを超えた情報交換やアイデ
ィアの醸成を行うための実験拠点として捉えられて
いるのが特徴かもしれません。

　教育部会は、JNSA 創設の時から開設されていま
したが、今までに幾度かの変遷をたどってきていま
す。部会長も故 石田晴久先生、佐々木良一先生と引
き継がれ、現在の教育部会は、過去にとらわれ過ぎず、
参加メンバーの「やりたいこと」を大切にして活動
しようとしています。教育部会のメンバーは、普段
から教育関係の仕事をしている方もいらっしゃいま
すが、JNSA での活動で仕事と同じことをするのは
抵抗があると言われることがあります。普段の仕事
ではできないことを JNSA でやってみたいというこ
とですが、このような発想はとても大事だと思いま
す。仕事ではできないことを、JNSAという色々な人々
が集まってきている団体で議論し試行することは
とても価値があることだと思います。ボランティア 
ベースが中心ですが、いろいろなチャレンジをまと
めて報告書として公開できることも意義があります。
教育関係は、経済や技術が行き詰った時、不死鳥の
ようにその重要性が話題に上るように感じます。現
在がそうなのかどうかは歴史が決めてくれるのでし
ょうが、教育関係の話題や期待が大きくなっている
気がしています。専門家教育ばかりではなく、一般
の利用者や子供、家庭、シニア世代に対する教育に
も関心が高いのが特徴のように思われます。
　専門家教育については、いままでも教育部会の
WG で考えてきました（参考資料を参照）。Skillmap
の整理を行ったのは、人材募集における採用側と
応募側のスキルに対するイメージのミスマッチを何
とかできないかということが発端でした。その後、
Skillmap の一覧を利用した教育カリキュラムの事例
を作ってみて、実際に東京電機大学や岡山理科大学
で実証実験の形で講義を行ってみました。実習につ
いてもカリキュラム例を作って実施してみましたし、
学生へのアンケートなどで、効果や課題も見えてき
ました。地味な活動ではありますが、打ち上げ花火
のような教育ではなく、日々の活動から生まれてき
た疑問を解決するために実証実験を行い、実績を積
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教育部会の関心と方向性

■ 教育部会の関心
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のではないか、ということで、独立していながら共
同で活動することにもチャレンジしようとしていま
す。メンバーの参加についての時間調整等の問題も
あるかもしれませんが、できるだけ多くのテーマに
関心のある方に集まっていただき、多面的な議論を
することを目標にしています。
　現時点では 3 つの WG が今までの活動を継続して
行う予定ですが、前記したように各 WG の連携を強
めて、相互関連を意識しながら活動していくことを
考えています。

　JNSA では、部会の下にワーキンググループ (WG)
が作られ、比較的独立して活動することが多いので
すが、教育部会では少しバリエーションを持たせて
みようとしています。教育部会でも WG に分かれて
活動していますが、各々の WG のテーマが関連の深
いものであったり、WG メンバーも一部重複してい
たりすることもあり、WG ごとに独立しているとい
うよりも、比較的強い関連をもった活動が多くなっ
てきています。このため、共通的なテーマを持って
いる場合は、共同で WG を開催して議論しても良い

■ ワーキンググループの活動

　情報セキュリティ基本教育実証 WG が主に担当
します。今まで岡山理科大学向けに行ってきた遠
隔授業の成果を広く利用してもらうことを画策し
ています。この実証実験で行ったことは、(1) 岡山
理科大学で利用している一部双方向性の機能を持
つ e-learning システムを利用してみた。(2) 講師を複
数（2009、2010 年は 7 名）で担当し、各自の得意
分野を中心に講義を行ってみた。(3) リアルタイムの
e-learning と、後で見られる VoD とを同時に作成し
た。という点です。特に (2) は、学生にとって多方面

からの知識を与えられることになり、概ね好意的に
受け入れられているようです。2010 年度の講義が終
わり次第、講義に使ったデータ等を何らかの形で公
開する予定です。また、他の学校等からの相談も出
てきているので、いわゆる理工系大学だけではなく、
専門学校や文化系での対応についてもテーマとして
いきたいとの希望も出ています。今後の課題として
各方面との相談や議論をしていきたいと考えていま
す。これらの成果を学術論文にまとめて発表すると
いうことも実現に向けて準備しています。

■ 遠隔講義の方法と複数講師による講義
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　セキュリティ講師スキル研究 WG が主に担当しま
す。情報セキュリティを含む IT 系の内容を教える講
師のスキルを評価し向上させるためのポイントをま
とめようとしています。例えば、スキルを 4 つの要
素に分類してみると、知識や技術はすでに色々な情
報がありますが、経験やコンピテンシーに関しては
まだ評価や育成についての方法論が確立していない
分野であると言えます。このような課題について改
めて整理し、教えるために必要な項目について書き
出してみると新たに気がつくことが出てきそうです。
このような点について、今一度議論をしてみること
で気がつくこともあるように思われます。議論する
うちに評価や講習法だけではなく、もっと大きな考
え方や方法論の問題に議論の関心が移ることもある

かもしれませんが、そのような全体把握が出来るよ
うになれば、大成功と言えるかもしれません。
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■ 講師スキルを評価するための考え方

　情報セキュリティ教科書執筆者 WG が主に担当し
ていますが、情報セキュリティの専門家として知っ
ていて欲しい技術内容を集積した「教科書」を執筆
しています。2005 年度に初版を出してから、2009 年
度に改定版が出版され、2010 年に重版されることに
なっています。それなりに評価されていますが、物
理セキュリティなどいくつか意識的に含めなかった
項目もあります。次の改定を目指しこのような全体

の章建てを再検討するとともに、最新の内容を維持
するために、継続的な検討を行っています。また、
より広く利用されることを目指して、体裁や使い方
についての議論も行いたいと考えています。
　他の WG からの情報や、他の WG へのフィードバ
ック等もありそうなので、各 WG との連携も実現し
たい目標の一つになっています。開発側の行うべき
ことは、ユーザがどうであれ問題を起こしにくい製

■ 専門家育成向けの教科書作成と利用法
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品やサービスを提供することです。このための基礎
的な情報セキュリティに関する知識を勉強するため
の「入口」を用意することは大きな意義があると考

　新しいテーマも考えています。例えば、スキルの
本質を考えてみると、部分的な知識を持っている場
合と、全般的な知識の中での同じ知識を持っている
場合では、知識の持ち方や使い方、知っているとい
うことの意味合いが異なるのではないか、という仮
説が考えられます。該当知識だけを持っている場合
と、全般的な知識を持ったうえでの該当知識も持っ
ている場合では、該当する周辺の問題が起きた場合、
全般的な知識を持っていれば、トラブルシューティ
ングなどの対応も柔軟に可能となるので、いわゆる
応用が利くエンジニアというということになります。
望まれているのがこのようなエンジニアであれば、
スカイツリーのような底辺が小さいけれど高さは高
い知識のイメージというよりは、同じ標高約 600m
の高尾山のように底辺も広大で同じ高さになってい
るイメージの方が目標として相応しいだろうという
ことになります。このような、一部だけの知識では
なく、全体を見通せる知識の持ち方をどのように評

えています。このためにも広い視野を持って議論を
進めていきたいと思っています。

価し、育成するかと言う命題があります。このよう
な問題に対してチャレンジしたいと考えています。
　教育部会は、このほかにもいろいろなテーマを持
ち寄ってメンバー全員で議論していきたいと考えて
います。議論してみたいテーマがあればぜひお寄せ
ください。

■ 新しいテーマ


